
2015/8 	 愛西市議会だより 1212

自
主
防
災
会
機
能
の
充
実
を

少
子
化
に
対
し
子
育
て
支
援
拡
大
を
求
め
る

問
当
市
の
自
主
防
災
会
は
ど
れ
だ
け
存
在
す
る
か
。
訓

練
を
実
施
し
た
会
の
数
は
。

総
務
部
長

179
の
自
主
防
災
会
が
存
在
し
、
平
成
26
年

度
は
143
の
自
主
防
災
会
が
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。

問
残
る
36
の
自
主
防
災
会
が
訓
練
を
実
施
し
て
い
な
い

理
由
は
。

総
務
部
長

把
握
し
て
い
な
い
。
今
後
は
理
由
を
把
握

し
て
訓
練
の
実
施
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
訓
練
の
内
容
と
参
加
世
帯
、
年
齢
層
、
性
別
は
。

総
務
部
長

訓
練
内
容
は
初
期
消
火
、放
水
、避
難
、ロ
ー

プ
結
索
、
心
肺
蘇
生
、
応
急
措
置
、
煙
体
験
な
ど
。
参
加

世
帯
は
6
千
161
世
帯
、
年
齢
層
と
性
別
は
把
握
し
て
い
な

い
。

問
自
主
防
災
会
役
員
の
任
期
は
。

総
務
部
長

単
年
や
複
数
年
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
違
い

問
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
1.25
と
県
下
で
は
、
2
番
目
に

悪
い
。
数
値
を
上
げ
る
た
め
、
そ
の
目
標
を
定
め
て
い
る

の
か
。

企
画
部
長

目
標
を
定
め
て
い
な
い
。
地
方
創
生
総
合

戦
略
を
進
め
る
中
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
目
標
の

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問
前
市
政
は
、子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
県
内
で
、

世
間
並
み
だ
っ
た
が
、
日
永
市
政
に
な
っ
て
県
下
で
最
低

に
な
っ
た
。
地
域
創
生
先
行
型
交
付
金
を
利
用
し
て
、
市

民
の
求
め
る
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
中
学
校
卒
業
ま
で

の
拡
大
を
行
い
、切
れ
目
な
い
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

所
得
制
限
や
、
自
己
負
担
が
生
じ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
遅
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
な

い
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ

る
。
結
婚
し
な
い
人
が
多
い
な
ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
る

も
の
と
考
え
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
の
影
響
は
少

な
い
。

問
庁
舎
の
増
築
を
し
た
か
ら
で
き
な
い
の
か
と
市
民
が

髙
松
幸
雄
議
員

河
合
克
平
議
員

が
あ
る
。
総
代
か
副
総
代
が
会
長
を
兼
任
し
て
い
る
自
主

防
災
会
は
124
あ
る
。
で
き
れ
ば
自
主
防
災
会
長
は
専
任
で

複
数
年
の
任
期
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
地
域
事
情

を
考
え
る
と
難
し
い
。

問
自
主
防
災
会
役
員
の
指
導
会
は
実
施
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

市
で
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。
地
域
で
要

望
が
あ
れ
ば
、
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て

い
る
。

問
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
。

総
務
部
長

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
海
部
の
市
町

村
が
合
同
で
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
市
は
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
受
講
募
集
を
し
て
い
る
。
今
後
は
自
主
防
災

会
宛
に
受
講
案
内
を
郵
送
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問
学
区
ご
と
の
防
災
訓
練
は
。

総
務
部
長

昨
年
は
、
立
田
地
区
で
自
主
防
災
会
の
合

同
訓
練
が
実
施
さ
れ
成
果
が

あ
っ
た
。
今
後
は
校
区
ご
と
の

訓
練
も
推
進
し
て
い
く
。

そ
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に
つ
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て
　


